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①石の捕捉能力：片側にバルーンが開くことで、卵形の形状が
変わらずに胆管の内壁に密着する。細かい結石でもしっか
り捕して効率よく十二指腸にかき出すことができる。（なお、
筆者は、以前他社のバルーンカテーテルでカバードメタリッ
クステント内をクリーニングする際に、ステントとバルー
ンが密着し偶発的なステントの逸脱と胆道出血をひきおこ
した症例を経験している。オフセットバルーンの壁への密着
性の高さから、同様の偶発症を危惧しステントクリーニング
にはあえて使用していない。）
②耐久性：今回、バルーンが破損した症例を2例経験したが、
いずれもファイバー操作による排石が困難で、右手でシャフ
トを引き込んだ際にバルーンが鉗子口で傷ついたもので
あった。本来のスコープ操作（左手でカテーテルのシャフト
を固定しつつ、右手で保持したスコープの右捻りpush操作）
による採石が行えれば問題ないものと思われた。

③操作性：スコープの術者の立場からは、シャフトのコシが比
較的強いため、胆管挿管しやすいという特徴がある。また、
バルーンによる採石の際には助手の技量も重要なポイント
である。乳頭からの排石で、バルーンを段階的に小さくする
際にシリンジの操作に慣れないと、バルーンが急速に収縮
してしまい排石に手間取ることがある。筆者が助手として
経験した印象では、他社製品に比して、オフセットバルーン
では段階的なバルーン径の縮小が容易であり、細かい結石
や泥も最後までバルーンで捕捉したまま排石を完了できた。
バルーンの固さや構造によるものと考えられ、経験年数の
浅い助手でも効率よく採石が行えることが期待できる。

バルーンの特徴バルーンの特徴

オフセットバルーンは採石性能・耐久性・操作性に優れ、効
率の良い採石に有用であった。特に、高齢化が進む我が国にお
いて、処置時間の短縮と安全な採石、完全な採石のために第
一選択となりうるバルーンであると考えられる。
　注意点としては、全ての採石術にいえることであるが、胆管
の屈曲が強い症例や乳頭開口部が比較的狭い症例では破損
を避けるためにスコープ操作による採石を心がけるべきであ
る。採石困難な際には無理な力を加えず、硬い結石では機械
的砕石術を併用する、もしくは乳頭拡張術を併用し胆管開口
部を広げる、などの工夫で十分カバーできると思われる。
　さらに胆管径が18mmを越える場合には、適応を選ぶ必要が
ある。オフセットバルーンは11mm,15mm,18mmの調整が可能
である。今後、より大口径のバルーンの開発が期待されるところ
である。
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表1

年齢

男 ： 女

胆管径（mm）

結石径（mm）

73.5±9.2

12.5±4.5

9.5±4.0

95.0％

11 ： 9

1回の処置での採石成功率

小結石や胆泥もバルーンに付着し、きれいに排石された。

オフセットバルーンによる採石。 破砕することなく大きな結石が排石された。
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胆管内に10mm以上の結石が積み上が
っている。

乳頭拡張術
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